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小 林 恵 子
Y
W.Blakeは本質において常Y'宗教的である。彼 が最 も興味を引かれて
いるのは,真 の宗教,芸 術,知 識で あ り,そ れ らの具現 された ものが,彼
の詩 であ り,絵 画であ る。彼は,詩 を 「知的諸 力Yr向け て語 られる寓意,
ユ
しかし 形 而下 的理解力には 全 く隠 され てい るもの」 と言 う。 一 八〇三年
に,荘 厳 な詩を 「寓意」 と定義 して一 年後,彼 は二つ の大 きな作 品に着手
す ることにな る。MiltonとJerusalemである。そしてMiltonが一八〇
八年に完成 されてい るの〉,r対し,Jerusalemが十六年の後,よ うや く完成
をみる ところか ら,後 者 は彼 の苦難 の生そ のものの集大成的意味 を持つ作
品 といえ よ う。Harold:..は,``AlifetimeQfexperilnentationwith
newpoeticformsandanewarticulationofmythicstructurereached
2
itsclimaxlnJerusalem,…"と述べ てい る。 実際,作 品中にあ らわれ る
「私」Y'読者は,霊 感を受けてxて いる詩人 の姿,課 せ られた使命 の重
た さV'あxぐ詩人の肉声を感 じ とらずにはおれ ない。
Trembling I sit day and night, my friends are astonish'd atme, 
Yet they forgive my wanderings, I rest not from my great ask! 
To open the Eternal Worlds, to open the immortal Eyes 
Of Man inwards into the Worlds of Thought, into Eternity 
Ever expanding in the Bosom of God, the Human Imagination. 
 O Saviour pour upon me  thy' Spirit of meekness & love : 
Annihilate the Selfhood in me : be thou all my life! 
Guide thou my hand, which trembles exceedingly upon the rock of ages, •-• 
 (Pl. 5)
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そして,こ こY'述べ られた 「偉大な る仕事」達成 への努力が,Jerusal-
emの 展開であ る。 この小論 では,Blakeの考xる 「堕落」 を問題提 起Y'
ト へ
して,彼 の根底に流れている 「真の人間の生き方」について考察してみた
いとおもう。
II
Jerusalemは,Blakeの作 品中そのallusionY'.いて も,toneにおい
ても,最 もbiblica1なもの といえる。 しか も,型 自体AdamとEveが ,
Satanにょ りEdenの至福 か ら追放 され,そ れ以後生 まれて くる人間 はす
べ て,罪 と死に定め られた,と い うBibleの原型 を とってい る。がBlake
の場合は,BritainがPatriarchalReligionの原初 の御座で あ り,そ の黄
金時代は,Beulahと呼 ぽれ,宗 祖 はGiantAlbion,Jerusalemがそ の妻
であ る。 この巨人は力強 い手 足の中に,天 地 のものを ことごと く含 んでお
り,彼 のEmanationと呼ぽれ るJerusalemはAlbionの女性 的半面を
示す霊的美,自 由の象徴である。Blake神話の中では,こ ゐ時代,人 々が
め とった りとついだ りす る とい う形 式はな く,人 々はすべ てintermarry
す る・すべての ものが・HumanImaginationの中で存在 し,"Humanity
レ ヨ
knowsnotofSex・"だか らで ある。人間はMale&Femaleと い う男女
同価値酌存在であ り,Male&Female合一体はEmanation交流Y'よ
り,流 入流出 自在 とい うfreeloveの世界で もあ る。
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When in Eternity Man converses with Man, they enter 
Into each other's Bosom (which are Universes of delight) 
In mutual interchange ; and first their Emanations meet 
Surrounded by their Children ; if they embrace & comingle, 
The Human Four-fold Forms mingle also in thunders of Intellect ;
But if the Emanations mingle not, with storms & agitations 
Of earthquakes & consuming fires they roll apart in  fear  ;
For Man cannot unite with Man but by their Emanations 
Which stand both Male & Female at the Gates of each Humanity.  (Pl. 88)
AlbionはLuvahのEmanation,Valaの 美Y'ひ か れ て 彼 女 を 愛 し,一
'
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方JerusalemはAlbionの胸か ら流れ出 てTheLambofGodの花嫁 とな
る,と い う形式であ る。しかし このBeulahの世界Y'「堕落」 とい う現象
が生ずる。 もともとAlbionを構成す る四つρ要素FourZoasのうちの・
passionを代 表す るLuvahが彼 のEmanation,ValaにAlbionを殺せ と
命令す るのカミその始 ま りであ る。 この 「堕落」 の概 念に関 して;保 田氏
は,「Blakeの愛の観念 は,・意識空間を共通 する ことにあ って,共 通の意
識空間が破 壊 され,あ るいはそれ の成立が妨げ られ る ところに愛の崩壊を
見 る。」 「Blakeも聖書 も,人 聞 の堕落を 自我 の反逆 に求め る。 しか し聖
書では,『 善悪を知 る木 の実』 を人間が食べ ることを 条件 と す るのに,
4
Blakeは自我が全体 の調和 を破 る ことに求め る。」 と,初 期詩篇において
述べ てい るが,こ の言説はその ままJerusalemにもあてはま る。
When the Individual appropriates Universality 
He divides into Male & Female, &  when the Male & Female 
Appropriate Individuality they become an Eternal Death.  (Pl. 90)
一個 の個性 を形づ くっていたAlbionは ,別 の個 を主張 するLuvah-
Valaの抬 頭に よって,Emanation,Jerusalemの流出を見,彼 女 は もは
や元 の位置を回復で きない。そのため,彼 の肢体に含 まれ ていた天地 の も
のが ことご とく逃げ出す。人間 の四つのeternalsenseであ るFourZoas
・も己 々,Albionから離 れて各 自のelementを主 張す る。Albionの息子
達,娘 達 も逃げてい く。 ここでAlbionは 自我(Spectre)その もの とな
り,Beulahから完全Y'追放 され てrockyfragmentと化す。Blakeは,
このEmanation交流のないSpectreとは 人間 の 中に 潜むreasoning
powerであ り,人 間 と人間 とが 記憶に よってしか 交流 しない ものであ る
とのべ る。
The Spectre is the Reasoning Power in Man, & when separated 
From Imagination and closing itself as in steel in a Ratio 
Of the Things of Memory, It thence frames Laws & Moralities 
To destroy Imagination, the Divine Body, by Martyrdoms  & Wars.  (Pl. 74)
41
■
'Jerusalem一考察
Beulahから堕落 したSpectreの世界をBlakeはUlroと 呼ぶ。そ こ
では,ChastityとMoralityが法則化 され,罪 を犯 した ものはいけにえ の
法に よって滅ぼ され,八 間はますます強固なSpectreになってい く。全 て
のemallativedelightは罪 として禁 じられ,EmanationはChastityと
Moralityを..:とす るValaの 宗教(NaturalReligion)の繁 栄のた
め生 き埋めY'され る。Emanatianの属性であ るInspirationは否定 され,
Imaginationは重罪 の もとに禁 じ られ る。 このUlroの 地に立つ 教会は
VirginMother,Valaをまつ り,彼 女 の 二人のCoveringCherubは
Voltaire乏Rousseau,そこに立つ三人 の像ほ,Bacon,Newton,Locke
であ る。 この殿堂はBlakeのきらったいわ ゆるDeismの 殿堂 で あ り,
彼のDeism嫌 悪は,若 い時代か ら少 しもかわ らず,Jerusalem'においで
は ます ますひ どい毒舌的調子を帯 びている。
 Those who Martyr others or who cause War are Deists,... All the Destruction, 
therefore, in Christian Europe has arisen from Deism, which is Natural Religion. 
 (Pl. 52)
義,道 徳 のみを重 んじるNaturalReligionの殿堂 には,次 々と罪 の犠
牲が捧げ られ,そ の犠牲 の血 を よろ こんですす るのは,残 忍を呈す る女性
的意志,Albionの娘達であ る。彼女達 は死 人の血 をす っては,女 性 の意
志だけで子供を紡ぎ出し,戦 争へ と駆 り立 てて叉そ の血をす うとい う残虐
を くりかえす。そして これがUlro下 での生殖 である。恐 らく,人 間が
Spectreと化 し,VirginMother,Valaの支配す る,Ulroの 巷 を描 く
Biakeの目には,NaturalReligion或いはMoralityY'拘束 された当時の
,英国,さ らには世界の悲惨が明 らかY'見えていたにちがいない 。
I hear the screech of Childbirth loud pealing, & the groans 
Of Death in Albion's Clouds dreadful utter'd over all the Earth.  (Pl. 30)
III
∬で示した堕落後の死んだ状態をUlroと いう世界Y'みたてたBlake
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は,そ れを救 うのV'よりす ぐれた もの として,Generation,つま り死滅 は
す るけれ ども,正 常な生殖 に よって 世代 を継 いでい くとい うPlatonの
「絶対善を永 久 に所有 しよ うと高め られてい く衝動的生命力,Eros」に似
た次元を想定 す る。 「滅 んでゆ くものは,そ の本性か らし てで きるだ け無
窮不死であ る ことを願 うが,そ れはただ生殖 に よって,古 い ものの代わ り
に新 しい もの を残 してゆ くことに よってのみ可 能であ る。ヒ の」つ の美 し
い肉体 の所有 へむけ られ る愛を,芸 術上 の,心 霊上 の,哲 学上 の,宗 教上
の美へ の愛へ 昇華 させ る,」とい うPlatonのEros,は後に,Neoplatonism
に受 けつがれ,中 世神秘主義 の愛 の概 念 として うけつがれた とい う説 を援
用す れば,恐 らくBlakeのこのGeneration想惣 こは,歴 史的基盤が ある
のであ ろ う。 そして このGenerationの世界 の輪を まわす のがLosの 役割
であ る。彼はTimeと い う属性を持ち,彼 のEmanation,Enitharmonは
Spaceの属性 を持つ。そ してLos自 体,も とも.とAlbionのZoa達の一
人Urthonaとい うlmaginativePowerを司 どるZoaのSpectreとい う
形 を と り,結 局,堕 落後 の死すべ き運 命を持つ人間 とい う位置 にあ る。た
だUrthonaの持 ってい るImaginativePowerをにな ってい るところに,
Blakeの意図 があ り,Losの設定 は,∬ で見 てきた当時 の禁欲 的な道徳に
対す る肉の自由に よる新 しい芸術 の昇華 とい うBlakeの祈願 である。Los
は こう叫ぶ。
ImustCreateaSystemorbeenslav'dbyanotherMan's.
IwillnotReason&Compare:myBusinessistoCreate.(PI.10)
彼 の創造す るのは,こ のUlroの 世 に,Hammeエ とAnvi1をもって霊
の都,芸 術 の都,四 態のGolgonoozaを建立す ることであ る。 このGolo-
noozaは慈 しみの殿 堂であ り,重 層的な意味を 持つ建築 場で も あ る。 と
い うのは,こ の場で,LosとEnitharmonの息子達 は,溶 鉱炉でHa皿mer
を持ち,娘 達 はLoomで 織 るとい うことか ら,そ こは当時 の産業革命 の
二大産物であ る鉄鉱 と織 物の中心 の場 であ るど共 に,Generationの名の
如 く,こ の二つの象 徴は恐 ら く男女のgenitalsの象徴 で もあ るか らであ
る。 このGolgonoOzaの建設場 は,生 命 の起源 の場を も思 い浮か ばせ るほ
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どである・ さてLosはprophetの名を と り,Blake自身 と微 妙Y'overlap
しつつ・六千年ρ年月を歩 き見 る。 このUlroの 時代 に彼一 人,Divine
VisiOnを保 っている人間 として,こ の世を更生へ と向ける力を有してい
るのであ る。堕落その ものが,永 遠 か ら時間へ の追放 であ り,死 滅である
以上,Losに 託 され たTimeとImaginativePowerによって,い か に
Albionを救出し,い か に もとのBeulahを回復す るか が,Blake自身 に
課せ られ た使命 となる。Losが受 けた天か らの声は,又Blakeが 聞いた
偉大 なる啓示 であろ う。
I give you the end of a golden string. 
Only wind it into a ball. 
It will lead you in at Heaven's gate 
Built in Jerusalem's wall. (PI.77)
Beulahからの堕落以後,Emanationから分離 した人聞一人一 人を正常
なgeneration更作に よって生命 の糸か ら七十年 の よわ いを織 りそれを完
成 させ るため,1皿aginativePowerYrよって新 しいsystemを創 るため,
霊の都Golgonooza建立のため,轟 くふいごを うちあけなが ら,Losは
叉,人 間 の 身 とい う性質上 自分 もSpectreを持ち,彼 のEmanation,
Enitharmonも分離す る憂 目を 持 ってい る。 この 悲哀に泣 き うめ きなが
ら,Losはこ う歌 う,「 妻 とは何か?淫 婦 とは何か?教 会 そして劇場 とは
何か?そ れ らは同じことではな いか。い まは分離 して存在 しているが,宗
教 も政治 も,も ともと 同 じものではないか 。 男 も女 もない。 いまは女性
ValaがMoralityの下 に勢 力をふるって妻 とい う確固 とした 道徳 の座,
教会 とい う犠牲 の場,NaturalReligionとい うRighteousnessを重 んじ
る宗教が支配 し,男 を残 酷な戦争 へ狩 り出してい く政治 の世であ るが,こ
の世セこはただ 一つ の宗教,学 つの道徳 があ るだけだ。それ はJesusの宗
教,慈 悲の道徳 だ。」 と。 さらに,「 時に 支配 され 閉 じこめ られてい る以
上,我 々は影Y'すぎない。あの もとのBeulahは,死滅 する身においては
瞬 間的愛によってのみ と りもどせ うる,又 その一瞬 に芸術 は完成す る」 と
い う。 こ うしてErosの 原型,つ ま り,sexualecstasyと芸術 的創造 にお
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けるecstasyとの一致が,大 きな肯定を持ってLosに よって歌いあげ ら
れ る。Brakeが創造したLosの 活動は,時 いた るまで,或 いは 自分 の
Spectreと闘 いつつ,或 いは 自分のEmanationを回復す る 努 力を しつ
つ,運 命の輪 を まわすpositiveな人間愛の更作なのであ る。 その優勢は
"HolyGeneration,.lmageσfRegeneration"とい う言葉に端的V'あらわ
されてい る。一
IV
Blakeの顕 著な特性で あるdialecticな性質を考慮 した場合,五 で述べ
た 堕落 後のUlroの 世 界は一つの極 であ り,皿 で述べた よ り優勢なGen-
erationの世 界は もう一つ の極 とい うことがで きる。そ してUlro-Gener-
ationをdynamic　Y'合へ と止揚す る媒体 として,　Blakeは神,叉 人類の
罪の償い とし てJesusをつかわした神の愛を もって くる。　Ulro下に死滅
してい るAlbion救出は,・Losの人間愛更作だけでは 完了せず,こ の殻
をぶちやぶ るも う一つの力 として神の愛を信ず る信仰へ の飛躍がい るので
あ る。 しかし,Blakeの神は,旧 約 のJehovahではな く・Albionの神
Elohim　Jehovahとい う創造神 である。　Blake自ら創 り出 したElohim
Jehovahは,　Jerusalemの始 めか ら,垂 直 の声 として登場す る。　 　 　 、
Awake! awake  0 sleeper of the land of shadows, wake! expand! 
I am in you and you in me,  mutual in love  divine  : 
Fibres of love from man to man thro'  Albion's pleasant land. 
In  all the dark  Atlantic vale down from the hills of Surrey 
A black water accumulates ; return Albion!  return!... 
I am not a God afar off, I am a brother and  friend  ; 
Within your bosoms I reside, and you reside in me : 
Lo! we are One, forgiving all Evil, Not seeking  recompense  : 
Ye are my members,  0 ye sleepers of Beulah, land of shades!  (Pl. 4)
こ
この神は極 めて新約的 な神であ る。ElohimはAlbionの墓 のarchを
た て,星 をmercifulorderに結びつけ,残 酷 の法,義 の犠 牲を求 める罪
の律法を 平和にかえる 遍在す る慈 しみの 神であ る。J.Bronowskiは,
45
Jerusalem一考 察
「Blakeは英 国教会 の伝統的儀式 を嫌 うdissenterであ った。 しか も,彼
の形式は他 のdissentersより神秘的であ る。 彼の繰 り返してい る宗教的
政 治的国教反対 の根は,一 六四〇年代 の清教徒革命 まで さかのぼ ることが
　
で きる よ うだ。」 と述べてい るが,恐 ら く彼の世 を支 配していた宗教 の儀
式だけ を重 んじ,人 間性を無視 したや り方Yr対す る不満が,Elohi皿創造
の動機であ ろ う。彼独 自の神は,語 り草になっている愛弟Robertの死V'
お
際 して,「 霊が,手 をたた きなが ら天井を昇ってい くのを見 た。」 とか,
彼 のpatronであ ったHayleyY'あてた手紙 に見 られ る,「 私は いつ も,
9
霊 と心の中で対話している。」 とい う言葉に,如 実に表わ されてい る霊 を
司 ど'る啓 示宗教の神である。・人 間の原型Albionが堕 落し,死 の状 態v'あ
る以上,人 間はすべ てSpectreとして生れる。 そ してElohimは この
AlbionのSpectreの状態 を救 うためにJesusをつかわす とい う愛 を示す 。
Jesusは,全人類の罪の贖 い,人 々の罪を許すために,神 自らつかわ した
神の子で ある。そ してJesus一人 だけが,他 の人 々のために,罪 のない身
を捨 てる。 これ こそ神の愛であ る。Blakeの神の愛,つ ま り 「罪の許し」
を示すself-annihilationとは,ChristianBrotherhoodを土台 にした,個
人の 中に潜むSpectreの消去 ど い うことであ る。 敷衍すれば,人 間 の
reasoningpower,世間のnaturalmorality,naturallawYom.拘束 された 自我
意識 の放棄 とい うことである。BlakeY'とってJesusはその典例 なので
あった。 そして,彼 はJesusをImaginationと呼び,信 仰の核髄は,
Imaginationとい う宗教で ある,と い う観念Y'到達 す る。人 間は,時 の内
にお いて,Los(lmaginativePower)に代表 され るErosを通 して世代 を
つ くり出 してい く生命 力(energy)を,Jesus(lmagination)をつかわ し
た神 の絶対的愛が止揚 して,self-annihilationを通過 し,新 しい自己へ覚
醒す るのであ る。 この真意 を知 ったSpectreと化 してい るAlbionは,
他 のために 自己を捨 てる。それが,Apocalypse,肉体が霊に結合 され るよ
り一層高い 目的であるImaginativeWorldへの開眼なのである。 その時
の情 景をBlakeは次の ように記す。
46
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All was a Vision, all a  Dream.: the Furnaces became 
Fountains of Living Waters flowing from the Humanity Divine. 
 And all the Cities of Albion rose from their Slumbers, and All 
The Sons & Daughters of Albion on soft clouds, Waking from Sleep. 
Soon all around remote the Heavens burnt with flaming fires, 
And Urizen & Luvah & Tharmas & Urthona arose into 
Albion's Bosom. Then Albion stood before Jesus in the Clouds 
Of Heaven, Fourfold among the Visions of God in Eternity.  (Pl. 96)
BlakeのApocalypseは,いつ も瞬間的である。一瞬 に して,死 塊 と化
したUlroの 地 は消 え,ご うご うと燃え る炉,Golgonoozaの建築場 は,
生命 の泉に変 わる。 これは,丁 加Mα7廊9θ げ 劭 仞 θηαπ4Hε"を書 いた
初期の時代 か ら,Blakeがず っと抱 き続 けてきた 芸術 的Inspirationの
瞬間,ImaginativeWorld突入への瞬間で ある。 しか しその世 界の 様 相
は,非 常にmysticである。彼 は,宇 宙を一個の有機 体 と見,一 個の人 間
と見 る。彼は,人 間 の永遠的なImaginationによって,一 切の事物 を,永
遠な形 として見,一 個 の連続体 と見 る。そして この全 一を司 どる有機体 の
EmanationがJerusalemなので ある。Albionの肉体 は,こ のself-anni・
hilationの段 階を経 て,つ いにJerusale皿と合体す る。Emanationを得
た今,AlbionのIdentityは,完全に回復 され,宇 宙 は もとの美 しい秩
序を保っ。Jerusalem最後 の四行 は,そ の結晶化 された表現で ある。
All Human Forms identified, even Tree, Metal, Earth & Stone : all 
Human Forms identified, living, going forth & returning wearied 
Into the Planetary lives of Years, Months, Days & Hours ; reposing, 
And then Awaking into his Bosom in the Life of Immortality.  (Pl. 99)
V
当時の社会に,人 間 の本性が失なわれ,人 は どうし よ うもない束縛に と
らわれ ていて,そ れ が悲惨 を生 んでい る,と とらえたBlakeは,そ の状
況 を,Albionの魂 の病,そ れ故の死 と考 え,そ れを回復 させ るために・
AlbionのFourZoasのうちのLosを 働かせて,彼 に霊 の都Golgonooza
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を建 てる使命を負わせ る。 しか も,Albionの!もともとの本質的一面か ら
と りだ して創造をお こなわせ るとい うのは,人 間的な努 力であ り,Losの
一面は又,罪 を負 う非 常に世俗 的人 間像 である。それだけではAlbionの
病 は回復 しない。そ こで,神 の愛の教えが入 って くる。神 が人類 の罪のた
めに,Jesusをつかわした とい う絶対的な愛へ の信仰で ある。 このLosの
努力 とJesustheImaginationの信仰をたて として,霊 肉の一致に よ り,
人間 の本性 は体現 され る。 これはBlakeの裡に流れ る 「人間の真 の生 き
方」 の提示で あろ う。そ して恐 ら く,自 ら個性を貫 き通 したBlakeが,
彼の描 く絵 画が認 められず,詩 も一部 の人を のぞいては,狂 人 の作 くらい
にしか思われ なか った撫 こ,彼 の憤 りか ら引 き出 され 起信 条で もあ った ろ
う。 当時 の個性を抑圧 し,魂 に しろ,肉 体に しろ,自 由 とい うものを束 縛
す る社会 の倫理観を物語 るものであ るが,「 彼の生 き方」 は,現 代 の数多
くの人間 に,人 間性を回復 させ,人 と人 との関係 を救 う一つの指標 とな る
のではあ るまいか。確 かに,Jerusalemは,時代を強 く反映し,時 代性 の
濃厚な ものだが,そ の中を貫 く絶対Y'時代 と妥協 しない彼の 「詩精 神」は
,現 代 もなお新しい。 臨'
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